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1 序論　平安時代後期・末期物語の主人公と先行物語〈引用〉、文化・社会

序
論
　
平
安
時
代
後
期
・
末
期
物
語
の
主
人
公
と
先
行
物
語
〈
引
用
〉、
文
化
・
社
会

『
源
氏
物
語
』
以
後
、
平
安
時
代
後
期
の
十
一
世
紀
後
半
成
立
、
及
び
平
安
時
代
末
期
（
鎌
倉
時
代
初
期
も
含
む
）
の
十
二
世
紀
成
立
の

王
朝
物
語
を
決
定
づ
け
る
要
因
と
し
て
、
各
成
立
期
の
社
会
制
度
・
慣
習
・
思
想
と
共
に
、
文
化
の
諸
要
素
─
中
で
も
『
源
氏
物
語
』

そ
の
他
の
先
行
物
語
や
説
話
・
諸
詩
歌
の
〈
引
用
〉
や
関
連
イ
メ
ー
ジ
、
そ
の
時
々
の
言
語
意
識
、
及
び
音
楽
な
ど
の
才
芸
─
が
注
目

さ
れ
る
。
そ
れ
も
、
先
行
物
語
の
各
作
品
そ
れ
ぞ
れ
の
進
行
パ
タ
ー
ン
に
関
す
る
踏
ま
え
方
・
組
み
合
わ
せ
方
、
登
場
人
物
の
言
動
・
心

情
及
び
関
係
叙
述
に
お
け
る
細
部
の
特
徴
が
、
各
作
品
全
体
の
構
造
や
物
語
展
開
を
決
定
づ
け
、
先
行
物
語
の
単
な
る
模
倣
に
留
ま
ら
な

い
作
品
独
自
の
魅
力
を
も
た
ら
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
で
は
、
平
安
時
代
後
期
物
語
『
浜
松
中
納
言
物
語
』、
及
び
平
安
時
代
最
末
期
物
語
『
松
浦
宮
物
語
』・『
有
明
の
別
れ
』（
唯
一
の

伝
本
天
理
図
書
館
蔵
本
の
う
ち
巻
一
・
巻
三
の
外
題
表
記
「
在
明
の
別
」
、
巻
二
の
外
題
表
記
「
有
明
の
別
」=

本
書
Ⅳ
部
第
一
章
冒
頭
掲
出
内
容
）

を
論
の
対
象
と
し
て
、
各
題
材
に
よ
る
物
語
展
開
・
作
品
構
造
を
決
定
づ
け
る
諸
要
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
物
語
展
開
・
作

品
構
造
を
大
き
く
決
定
づ
け
る
存
在
と
し
て
、
と
り
わ
け
作
品
の
中
心
で
活
躍
す
る
い
わ
ゆ
る
主
人
公
の
言
動
・
心
情
と
先
行
物
語
〈
引

用
〉
を
主
に
論
じ
て
い
く
。

先
行
物
語
〈
引
用
〉
に
つ
い
て
は
、
平
安
後
期
物
語
の
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
渡
唐
と
帰
国
を
め
ぐ
る
構
造
に
お
い
て
と
り
わ
け

『
源
氏
物
語
』
の
成
立
時
期
と
そ
れ
以
前
の
時
期
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
引
用
二
種
類
の
あ
り
方
が
注
目
さ
れ
る
。
更
に
作
中
和
歌
や
登

場
人
物
に
関
す
る
社
会
的
な
あ
り
方
も
関
わ
っ
て
物
語
展
開
を
決
定
づ
け
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
平
安
最
末
期
（
ま
た
は
鎌
倉

─
諸
物
語
展
開
を
決
定
づ
け
る
諸
要
素
を
め
ぐ
る
検
討

─
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検
証
が
不
可
欠
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
物
語
〈
引
用
〉
や
主
人
公
を
め
ぐ
る
作
品
の
と
ら
え
方
は
、
作
品
細
部
の
検
討
に
よ
る
再
検
証
を
行
い
つ
つ
、

新
た
に
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
各
作
品
毎
に
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
元
で
、
論
考
の
構
成
を
四
部
に
分
か
ち
論
じ
て
い
く
。
Ⅰ
部
と
Ⅱ
部
で
は
『
浜
松
中
納

言
物
語
』
の
諸
問
題
を
扱
い
、
Ⅰ
部
に
お
い
て
渡
唐
と
帰
国
、
主
人
公
の
思
慕
す
る
唐
后
転
生
予
示
に
至
る
物
語
展
開
を
決
定
づ
け
る
諸

要
素
を
検
討
し
、
Ⅱ
部
に
お
い
て
帰
国
後
の
物
語
展
開
を
決
定
づ
け
る
も
の
と
し
て
唐
后
の
〈
ゆ
か
り
〉
に
対
す
る
主
人
公
の
言
動
・
心

情
の
あ
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
。
ま
た
、
Ⅲ
部
で
は
『
松
浦
宮
物
語
』
の
渡
唐
と
転
生
、
楽
の
奇
瑞
の
諸
物
語
展
開
に
お
い
て
、

『
浜
松
中
納
言
物
語
』
を
中
心
に
、『
源
氏
物
語
』
な
ど
他
の
先
行
物
語
を
踏
ま
え
た
作
品
構
造
、
Ⅳ
部
で
は
、『
有
明
の
別
れ
』
の
異
性

装
と
出
生
の
秘
密
、
恋
の
垣
間
見
と
隠
れ
蓑
の
術
、
楽
の
奇
瑞
を
め
ぐ
る
物
語
展
開
に
お
い
て
、『
と
り
か
へ
ば
や
』『
源
氏
物
語
』『
狭

衣
物
語
』
等
を
踏
ま
え
た
作
品
構
造
を
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
て
い
る
。

Ⅰ
部
（
全
三
章
）・
Ⅱ
部
（
全
三
章
）・
Ⅲ
部
（
全
二
章
）・
Ⅳ
部
（
全
五
章
）
各
論
の
趣
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ⅰ
部　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
王
朝
物
語
史
的
創
造
考
⑴
─
男
主
人
公
と
物
語
展
開
を
決
定
づ
け
る
『
源
氏
物
語
』〈
引
用
〉
と
言
語

表
現
・
史
的
位
相
─
で
は
、
男
主
人
公
中
納
言
の
父
宮
転
生
・
唐
后
思
慕
を
め
ぐ
る
渡
唐
及
び
帰
国
後
の
諸
物
語
展
開
の
あ
り
方
を
決
定

づ
け
る
諸
要
素
を
確
認
す
る
。
該
当
す
る
諸
要
素
と
し
て
、
先
行
物
語
の
中
で
も
最
も
影
響
を
与
え
て
い
る
『
源
氏
物
語
』〈
引
用
〉
及

び
作
中
人
物
の
身
分
・
官
位
・
職
掌
を
め
ぐ
る
時
代
的
位
相
、
ま
た
特
に
渡
唐
中
に
詠
ま
れ
た
作
中
和
歌
の
あ
り
方
が
、
中
納
言
の
渡

唐
・
帰
国
及
び
唐
后
の
転
生
予
示
ま
で
に
至
る
物
語
展
開
の
根
底
を
形
作
っ
て
い
る
様
相
を
作
品
本
文
解
釈
の
検
討
も
交
え
考
察
し
て
い

く
。第

一
章　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
〈
渡
唐
体
験
〉
考
─
見
聞
す
る
男
主
人
公
中
納
言
と
『
源
氏
物
語
』〈
引
用
〉
─
で
は
、
作
品
の
全

初
期
）
物
語
に
な
る
と
、
先
行
物
語
〈
引
用
〉
の
比
重
は
更
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。『
松
浦
宮
物
語
』
に
お
け
る
渡

唐
・
転
生
・
秘
琴
伝
授
と
『
有
明
の
別
れ
』
の
男
装
・
楽
の
奇
瑞
・
出
生
の
秘
密
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
多
彩
な
物
語
展
開
の
根
本
に
は
、

先
行
物
語
に
対
す
る
成
立
当
時
の
貴
族
社
会
の
読
者
に
よ
る
深
い
理
解
を
前
提
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
先
行
物
語
〈
引
用
〉
の
あ
り
方
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、『
松
浦
宮
物
語
』
が
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
を
前
提
と
し
て
い
る
場
合

の
よ
う
に
、〈
引
用
〉
の
そ
れ
ぞ
れ
が
断
片
的
・
羅
列
的
で
は
な
く
、
一
定
の
論
理
を
以
て
行
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
先
行
物
語
〈
引
用
〉
の
元
で
、
物
語
展
開
の
中
心
で
活
躍
す
る
い
わ
ゆ
る
主
人
公
の
あ
り
方
に
し
て
も
、
言
動
・
心
情
の
特

徴
か
ら
物
語
展
開
の
重
要
な
要
因
を
見
出
せ
る
。『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
主
人
公
中
納
言
に
お
い
て
は
、
渡
唐
時
の
唐
后
へ
の
恋
が
日

本
帰
国
後
の
生
活
に
お
い
て
后
の
〈
ゆ
か
り
〉
で
あ
る
隠
し
子
若
君
や
異
父
妹
吉
野
姫
君
を
め
ぐ
る
言
動
・
心
情
へ
と
つ
な
が
り
、
物
語

展
開
を
進
め
て
い
く
要
因
と
な
る
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
作
品
が
宿
世
・
予
言
に
よ
り
専
ら
主
人
公
の
言
動
が
制
約
さ
れ
て
い
く
と
見
る
従

来
の
と
ら
え
方
と
は
異
な
る
あ
り
方
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
作
品
本
文
に
お
け
る
関
係
部
分
の
検
討
の
際
、
過
剰
な
ま
で
の
言

動
・
心
情
及
び
予
言
な
ど
の
描
写
に
お
い
て
は
難
解
な
文
章
が
多
く
、
基
本
的
な
文
意
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
平

安
最
末
期
『
松
浦
宮
物
語
』『
有
明
の
別
れ
』
の
〈
主
人
公
〉
に
つ
い
て
は
従
来
、
心
情
描
写
及
び
そ
の
自
律
性
の
〈
乏
し
さ
〉
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
作
品
自
体
の
低
評
価
に
も
つ
な
が
っ
て
い
よ
う
。
た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
に
先
行
物
語
〈
引
用
〉
の
あ
り
方
が
成
立
当
時

の
読
者
に
よ
る
内
容
周
知
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
作
品
理
解
の
あ
り
方
、
と
り
わ
け
作
品
と
主
人
公
を
め
ぐ
る
意
図
も
新
た
に

見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
。『
松
浦
宮
物
語
』
の
主
人
公
橘
氏
忠
は
、
物
語
展
開
の
激
し
い
起
伏
に
比
し
て
心
情
の
自
律
性
の
〈
乏
し
さ
〉

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
先
行
物
語
〈
引
用
〉
と
描
き
出
さ
れ
る
状
況
と
の
関
わ
り
で
再
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
有
明
の
別

れ
』
の
〈
主
人
公
〉
は
、
作
品
前
半
の
女
右
大
将
は
異
性
装
の
物
語
展
開
、
女
右
大
将
の
男
装
解
除
後
と
な
る
作
品
後
半
の
左
大
臣
や
東

宮
は
女
右
大
将
の
男
装
時
に
生
じ
た
出
生
の
秘
密
を
め
ぐ
る
物
語
展
開
を
担
っ
て
い
る
が
、
言
動
・
心
情
の
あ
り
方
も
前
述
の
先
行
物
語

〈
引
用
〉
の
前
提
に
よ
る
読
み
解
き
に
よ
り
、
作
品
の
新
た
な
姿
が
見
出
せ
よ
う
。
こ
ち
ら
も
、
唯
一
の
伝
本
天
理
図
書
館
本
本
文
の
再
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一
方
、
Ⅱ
部　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
王
朝
物
語
史
的
創
造
考
⑵
─
男
主
人
公
帰
国
後
の
唐
后
思
慕
・〈
ゆ
か
り
〉
と
語
り
の
情
動
─

で
は
、
巻
二
以
降
の
男
主
人
公
中
納
言
帰
国
後
に
お
け
る
唐
后
を
偲
ば
せ
る
〈
ゆ
か
り
〉、
后
と
の
隠
し
子
の
若
君
と
異
父
妹
吉
野
姫
君

を
め
ぐ
る
言
動
・
心
情
に
つ
い
て
、
物
語
展
開
を
動
か
し
て
い
く
要
因
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。
中
納
言
の
言
動
が
一
見
前
世
か
ら
の
宿

世
あ
る
い
は
仏
の
託
宣
に
導
か
れ
て
専
ら
受
け
身
と
な
っ
て
ば
か
り
い
る
よ
う
に
従
来
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
物
語
展
開
の
自
律
的
な
〈
論

理
〉
に
つ
い
て
検
討
し
、
作
品
の
再
評
価
を
行
う
。

第
一
章　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
男
主
人
公
の
言
い
つ
く
ろ
い
考
─
帰
国
後
の
唐
后
所
生
若
君
の
処
遇
・
素
姓
説
明
と
語
り
の
情
動
─

で
は
、
帰
国
後
の
中
納
言
に
よ
る
唐
后
所
生
の
隠
し
子
若
君
の
素
姓
説
明
と
処
遇
を
め
ぐ
り
、
中
納
言
の
京
の
日
常
生
活
と
唐
后
を
恋
い

偲
ぶ
〈
ゆ
か
り
〉
吉
野
姫
君
と
の
兼
ね
合
い
を
明
ら
か
に
す
る
。
論
を
前
編
と
後
編
に
分
か
ち
、
前
編　

若
君
の
処
遇
・
素
姓
説
明
を
め

ぐ
る
男
主
人
公
の
言
い
つ
く
ろ
い
考
で
、
若
君
の
素
姓
説
明
と
処
遇
を
曖
昧
に
し
続
け
る
中
納
言
の
言
動
・
心
情
の
内
訳
を
検
討
し
、
后

の
異
父
妹
吉
野
姫
君
へ
語
り
託
す
心
情
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
吉
野
姫
君
が
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
、

後
編　

若
君
の
処
遇
・
素
姓
説
明
を
め
ぐ
る
作
品
構
造
考
で
、
京
の
日
常
生
活
で
の
立
場
と
作
品
全
体
に
お
け
る
意
味
合
い
を
検
討
し
、

最
終
巻
巻
五
の
式
部
卿
宮
に
よ
る
后
の
異
父
妹
吉
野
姫
君
盗
み
出
し
へ
至
る
必
然
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。

第
二
章　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
三
考
─
〈
御
前
の
唐
語
り
〉
と
語
る
男
主
人
公
の
唐
后
思
慕
の
特
質
─
で
は
、
男
主
人
公
中
納
言

の
唐
后
思
慕
の
転
機
と
し
て
、
巻
三
半
ば
に
お
い
て
帝
の
面
前
で
唐
后
の
こ
と
を
公
的
に
語
る
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
語
り

の
特
徴
と
唐
后
思
慕
に
関
わ
る
物
語
展
開
上
の
意
味
合
い
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
三
章　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
唐
后
の
〈
ゆ
か
り
〉
へ
の
援
助
の
必
然
性
小
考
─
巻
三
の
「
も
し
世
に
お
は
す
る
こ
と
も
こ
そ
と
て
、

言
づ
け
給
ふ
も
の
…
…
」
の
解
釈
─
で
は
、
男
主
人
公
中
納
言
の
唐
后
思
慕
に
伴
う
〈
ゆ
か
り
〉
の
異
父
妹
吉
野
姫
君
へ
の
援
助
と
、
父

宮
転
生
に
伴
う
仏
教
論
理
と
の
関
係
性
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
関
連
箇
所
の
文
意
検
討
を
手
掛
か
り
に
行
う
。
巻
三
で
中
納
言
が
唐

后
の
母
尼
君
・
異
父
妹
吉
野
姫
君
の
い
る
吉
野
山
へ
の
初
回
訪
問
で
難
解
な
箇
所
に
つ
い
て
、
各
語
意
を
検
討
し
改
め
て
解
釈
を
示
し
た

体
構
造
の
総
論
と
し
て
在
唐
時
次
い
で
帰
国
後
に
見
聞
す
る
男
主
人
公
中
納
言
の
立
場
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
見
聞
対
象
と
な
る
唐
土
及

び
思
慕
の
対
象
唐
后
の
人
生
の
あ
り
方
に
お
け
る
落
差
を
、『
源
氏
物
語
』
引
用
な
ど
と
の
関
連
か
ら
確
認
す
る
。

第
二
章　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
渡
唐
中
の
恋
を
め
ぐ
る
和
歌
の
役
割
考
─
「
み
つ
の
浜
松
」〈
題
号
由
来
歌
〉
と
「
波
の
上
の
」
詠
─

で
は
、
巻
一
在
唐
時
の
男
主
人
公
中
納
言
の
恋
に
関
わ
る
作
中
和
歌
、
具
体
的
に
は
中
納
言
の
「
み
つ
の
浜
松
」〈
題
号
由
来
歌
〉
及
び

思
慕
の
対
象
で
あ
る
唐
后
の
「
波
の
上
の
」
詠
が
、
男
主
人
公
が
渡
唐
か
ら
帰
国
へ
向
か
う
物
語
展
開
の
各
局
面
を
映
し
出
す
重
要
な
役

割
を
重
層
的
に
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
唐
后
の
「
波
の
上
の
」
詠
に
つ
い
て
は
、
和
歌
直
前
の
難
解
な
文
章
や
和
歌
の
歌
語
と

修
辞
の
再
検
討
に
よ
り
文
・
歌
の
解
釈
を
定
め
た
上
で
、「
み
つ
の
浜
松
」〈
題
号
由
来
歌
〉
で
既
に
窺
い
得
る
、
男
主
人
公
中
納
言
の
渡

唐
と
恋
の
あ
り
方
と
の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て
も
論
及
す
る
。

第
三
章　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
お
け
る
大
弐
の
史
的
位
相
と
役
割
考
─
男
主
人
公
の
渡
唐
・
唐
后
思
慕
と
〈
女
の
物
語
〉
─
に
お

い
て
は
、
論
を
前
編
と
後
編
に
分
か
ち
、
従
来
は
作
中
で
一
見
単
な
る
脇
役
に
過
ぎ
な
い
か
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
て
き
た
、
大
宰
府
の
実

質
的
な
長
で
あ
る
大
宰
大
弐
の
人
物
設
定
と
役
割
の
あ
り
方
を
論
じ
る
。
こ
の
大
弐
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
は
、
作
品
に
お
け
る
男
主

人
公
の
渡
唐
中
の
恋
物
語
の
後
日
譚
、
及
び
渡
唐
前
の
逢
瀬
ゆ
え
出
産
・
剃
髪
し
た
女
君
大
将
大
君
の
幸
福
な
生
き
方
を
問
題
に
し
た
い

わ
ゆ
る
〈
女
の
生
き
方
の
物
語
〉
の
双
方
に
及
ぶ
こ
と
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
前
編　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
お
け
る
大
弐
の
史
的

位
相
考
で
、
作
中
の
登
場
人
物
大
宰
大
弐
が
帰
国
直
後
の
男
主
人
公
中
納
言
に
自
身
の
娘
を
献
じ
る
言
動
な
ど
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』

の
明
石
入
道
・
明
石
の
君
父
娘
〈
引
用
〉
の
あ
り
方
と
、
九
州
を
統
括
す
る
実
質
的
な
長
と
し
て
の
社
会
的
地
位
に
お
け
る
史
的
変
遷
と

の
兼
ね
合
い
を
検
証
し
、
作
品
の
史
的
位
相
に
つ
い
て
論
じ
る
。
ま
た
、
後
編　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
お
け
る
大
弐
の
日
唐
双
方
向

の
役
割
考
で
、
中
納
言
の
帰
国
と
唐
后
思
慕
、
剃
髪
し
た
大
将
大
君
と
の
〈
結
婚
〉
生
活
を
め
ぐ
る
物
語
展
開
に
対
し
て
大
弐
が
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
、
彼
の
娘
関
連
・
自
身
の
職
務
関
連
の
両
面
か
ら
論
じ
る
。



6序論　平安時代後期・末期物語の主人公と先行物語〈引用〉、文化・社会7 序論　平安時代後期・末期物語の主人公と先行物語〈引用〉、文化・社会

め
ぐ
る
物
語
史
的
位
相
─
で
は
、
主
に
作
品
前
半
の
基
本
と
な
る
考
察
と
し
て
、
論
を
前
編
と
後
編
に
分
か
ち
、『
有
明
の
別
れ
』
に
お

け
る
先
行
物
語
〈
引
用
〉
の
観
点
か
ら
男
装
の
姫
君
の
三
物
語
に
お
け
る
物
語
史
的
位
相
を
検
討
す
る
。
前
編　
〈
笛
の
別
れ
〉
を
め
ぐ

る
作
品
全
体
と
男
装
時
の
『
今
と
り
か
へ
ば
や
』〈
引
用
〉
考
で
現
存
『
今
と
り
か
へ
ば
や
』
の
物
語
展
開
と
男
装
の
女
主
人
公
の
心
情

を
踏
ま
え
た
あ
り
方
を
論
じ
た
上
で
、
異
性
装
の
先
行
物
語
〈
引
用
〉
の
検
討
か
ら
男
装
の
姫
君
が
女
装
と
な
る
前
後
に
笛
の
奏
を
行
う

場
面
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
論
じ
、
後
編　

男
装
解
除
後
の
〈
笛
の
別
れ
〉
に
お
け
る
『
古
と
り
か
へ
ば
や
』〈
引
用
〉
考
で
、
和
歌
や

場
面
状
況
の
趣
向
面
に
お
け
る
散
逸
『
古
と
り
か
へ
ば
や
』
の
〈
引
用
〉
を
現
存
『
今
と
り
か
へ
ば
や
』
の
対
応
場
面
と
の
兼
ね
合
い
で

物
語
史
的
な
位
相
を
論
じ
る
。

第
二
章　
『
有
明
の
別
れ
』
の
笙
の
笛
考
─
楽
の
奇
瑞
と
成
立
期
の
神
仙
譚
愛
好
と
の
関
連
か
ら
─
で
は
、
第
一
章
を
受
け
て
『
有
明

の
別
れ
』
独
自
の
特
徴
を
考
察
す
る
。『
狭
衣
物
語
』
や
『
今
と
り
か
へ
ば
や
』
に
お
け
る
横
笛
に
よ
る
奏
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
笙
の
笛

に
よ
る
奏
を
新
た
な
趣
向
と
し
て
描
い
た
点
に
成
立
期
の
学
芸
的
・
思
想
的
な
傾
向
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
作
品
に
お
け
る
新
た
な
物
語

展
開
を
見
出
す
。
ま
た
、
そ
の
際
に
典
拠
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
言
及
例
と
し
て
考
察
し
た
箇
所
の
解
釈
に
つ
い
て
、
本
章
末
尾
の
【
補

論
】『
有
明
の
別
れ
』
巻
一
の
「
な
に
が
し
の
月
影
に
山
に
上
り
け
る
人
」
再
考
で
検
討
を
行
っ
た
。

第
三
章　
『
有
明
の
別
れ
』
に
お
け
る
〈
男
主
人
公
〉
の
出
生
の
秘
密
考
─
『
源
氏
物
語
』
の
叙
述
方
法
〈
引
用
〉
に
よ
る
作
品
後
半

の
構
造
─
で
は
、
作
品
後
半
に
お
い
て
先
行
物
語
の
叙
述
方
法
の
応
用
に
よ
り
描
か
れ
る
出
生
の
秘
密
の
物
語
展
開
、
及
び
作
品
の
中
心

に
描
か
れ
る
い
わ
ば
〈
主
人
公
〉
を
め
ぐ
る
物
語
史
的
位
相
と
そ
こ
か
ら
見
出
さ
れ
る
特
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
出
生
の
秘
密
の
物
語

展
開
に
お
い
て
中
心
的
な
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
左
大
臣
が
、
作
品
前
半
に
お
け
る
男
装
の
女
主
人
公
の
子
と
し
て
描
か
れ
る
文
脈
の

意
味
合
い
に
関
し
、
主
に
『
源
氏
物
語
』
の
叙
述
方
法
〈
引
用
〉
を
手
掛
か
り
に
し
て
検
討
す
る
。

第
四
章　
『
有
明
の
別
れ
』
に
お
け
る
『
狭
衣
物
語
』〈
引
用
〉
試
考
─
〈
主
人
公
〉
を
め
ぐ
る
作
品
後
半
の
問
題
提
起
─
で
は
、
従
来

そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
狭
衣
物
語
』
の
〈
引
用
〉
の
重
要
性
を
本
作
品
の
と
り
わ
け
後
半
に
お
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
は
、

上
で
、
物
語
展
開
全
体
に
お
い
て
唐
后
の
〈
ゆ
か
り
〉
吉
野
姫
君
を
援
助
す
る
宿
世
が
、
唐
后
思
慕
と
后
の
〈
ゆ
か
り
〉
と
し
て
の
吉
野

姫
君
に
対
す
る
心
情
と
の
関
連
に
お
い
て
論
じ
る
。

次
に
、
Ⅲ
部　
『
松
浦
宮
物
語
』
の
王
朝
物
語
史
的
創
造
考
─
平
安
最
末
期
物
語
の
先
行
物
語
〈
引
用
〉
と
〈
主
人
公
〉
を
め
ぐ
る
目

論
み
⑴
─
で
は
、
従
来
は
評
価
が
芳
し
く
な
か
っ
た
い
わ
ゆ
る
擬
古
物
語
の
う
ち
『
松
浦
宮
物
語
』
を
取
り
上
げ
、
先
行
物
語
〈
引
用
〉、

と
り
わ
け
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
ま
た
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
と
の
関
わ
り
か
ら
生
じ
る
作
品
構
造
に
つ
い
て
検
証
し
、
平
安
最
末
期
物
語

と
し
て
の
創
作
方
法
と
文
学
史
的
位
相
を
考
え
る
。

第
一
章　
『
松
浦
宮
物
語
』
に
お
け
る
〈
破
綻
〉
の
方
法
考
─
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
を
前
提
と
し
た
再
構
成
検
証
─
で
は
、
作
品
の

総
論
と
し
て
、
物
語
展
開
の
最
後
が
帰
国
後
の
場
面
で
男
主
人
公
橘
氏
忠
と
女
君
た
ち
の
〈
不
和
〉
な
ど
の
叙
述
で
簡
潔
に
締
め
括
ら
れ

て
お
り
、
作
品
の
〈
破
綻
〉
と
み
な
さ
れ
が
ち
な
問
題
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
物
語
展
開
を
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
を
中
心
と
し
た

諸
先
行
物
語
の
引
用
か
ら
の
流
れ
と
し
て
と
ら
え
た
上
で
結
末
の
あ
り
方
を
論
じ
る
。

第
二
章　
『
松
浦
宮
物
語
』
の
〈
血
の
涙
〉
表
現
を
め
ぐ
る
作
品
構
造
考
─
渡
唐
に
お
け
る
『
う
つ
ほ
物
語
』〈
引
用
〉
の
重
な
り
─
で

は
、
作
品
に
お
い
て
異
な
る
主
題
孝
養
と
恋
の
各
物
語
展
開
を
描
く
方
法
と
し
て
、「
血
の
涙
」
表
現
を
と
り
あ
げ
、
始
発
部
の
男
主
人

公
の
渡
唐
時
で
主
に
な
ぞ
ら
れ
て
い
る
先
行
物
語
『
う
つ
ほ
物
語
』〈
引
用
〉
の
あ
り
方
を
見
出
し
て
い
る
。

最
後
に
、
Ⅳ
部　
『
有
明
の
別
れ
』
の
王
朝
物
語
史
的
創
造
考
─
平
安
最
末
期
物
語
の
先
行
物
語
〈
引
用
〉
と
〈
主
人
公
〉
を
め
ぐ
る

目
論
み
⑵
─
で
は
、『
松
浦
宮
物
語
』
と
同
時
期
の
院
政
期
最
末
期
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
有
明
の
別
れ
』
の
創
作
方
法
と
文
学
史

的
位
相
を
、
先
行
物
語
〈
引
用
〉
及
び
時
代
の
文
化
的
傾
向
か
ら
考
え
る
。

第
一
章　
『
有
明
の
別
れ
』
に
お
け
る
男
装
の
姫
君
の
〈
笛
の
別
れ
〉
考
─
『
古
と
り
か
へ
ば
や
』・『
今
と
り
か
へ
ば
や
』〈
引
用
〉
を
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前
章
第
三
章
で
論
じ
て
い
た
『
源
氏
物
語
』〈
引
用
〉
と
の
兼
ね
合
い
も
含
め
た
作
品
全
体
の
構
造
と
〈
主
人
公
〉
の
あ
り
方
を
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。

第
五
章　
『
有
明
の
別
れ
』
の
〈
末
尾
歌
〉
試
考
─
本
文
校
訂
・
歌
意
、
作
品
内
容
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
─
で
は
、
院
政
期
末
期

成
立
物
語
で
あ
る
本
作
品
に
お
け
る
結
末
の
あ
り
方
を
考
え
る
。
作
品
唯
一
の
伝
本
天
理
図
書
館
蔵
本
に
は
、
作
品
本
文
の
物
語
部
分
の

後
に
〈
末
尾
歌
〉
と
仮
に
呼
ぶ
和
歌
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
和
歌
の
本
文
校
訂
や
作
品
本
文
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
見
解
が
従
来
分

か
れ
て
い
る
。
本
文
校
訂
と
共
に
歌
こ
と
ば
の
特
徴
に
つ
い
て
の
検
討
を
通
し
、〈
末
尾
歌
〉
と
作
品
成
立
期
の
新
古
今
歌
壇
期
及
び
作

品
本
文
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
本
歌
取
り
の
可
能
性
を
含
め
て
考
え
る
。

以
上
の
諸
論
考
を
通
じ
て
、『
源
氏
物
語
』
以
後
の
王
朝
物
語
の
再
評
価
を
試
み
、〈
主
人
公
〉
と
先
行
物
語
〈
引
用
〉、
文
化
・
社
会

を
め
ぐ
る
物
語
史
的
創
造
の
魅
力
的
な
内
訳
を
提
示
し
た
い
。

な
お
、
諸
論
考
中
の
引
用
本
文
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
各
論
考
の
注
欄
に
そ
の
都
度
記
す
。

Ⅰ
部　
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
王
朝
物
語
史
的
創
造
考
⑴

　
　
　
　
　
　

─
男
主
人
公
と
物
語
展
開
を
決
定
づ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
『
源
氏
物
語
』〈
引
用
〉
と
言
語
表
現
・
史
的
位
相

─


